
公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会 

 

 

令和８年度 事業計画 

 

《基本方針》 

 公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会は、本県における障がい者スポーツの統括団

体として、加盟団体と連携しながら、障がいのある方々の心身の健康の保持増進や社会参

加の促進を図り、スポーツを通じて幸福で豊かな生活の実現を支援しています。また、障

がいの有無にかかわらず相互に人格と個性を尊重し合う共生社会の実現に寄与することを

目的としています。 

 当協会は、この目的の達成に向け、引き続き公共性及び透明性の確保に努めるとともに、

障がい者スポーツの普及・振興を一層推進してまいります。また、県内各界各層の皆さま

のご理解とご支援を広くいただけるよう、その輪をさらに広げる取組を進めていきます。 

 さらに、令和 10 年度に本県で開催予定の第 27 回全国障害者スポーツ大会「信州やまな

み全障スポ」に向け、選手の発掘・育成等の取組を継続してまいります。この大会を契機

として、障がいがあっても地域で日常的にスポーツを楽しめる環境づくりを一層推進し、

加盟団体や行政機関と成果や課題を共有しながら、環境整備を進めてまいります。 

 また、公益財団法人として寄附税制上の優遇措置が講じられていることを踏まえ、寄附

者（賛助会員を含む）の拡大等により、財政基盤のさらなる強化に取り組んでまいります。 

 

《事業の内容》 

Ⅰ 事業の実施 

１ 各種大会の企画、運営 

（1） 全国障害者スポーツ大会派遣事業 （24,975千円）（県委託事業） 

ア 長野県選手団の派遣 

 令和８年 10 月 23 日～26 日に青森県で開催される第 25 回全国障害者スポーツ大

会へ長野県選手団を派遣します。 

・個人競技（陸上、水泳、アーチェリー、卓球、フライングディスク、ボッチャ、

ボウリング）選手 39人、役員 40人（本部を含む） 

・団体競技（北信越・東海ブロック予選会を経て出場の可否が決定） 

イ 全国障害者スポーツ大会出場者の強化練習 

 個人競技の出場選手を対象に記録会及び強化練習を実施します。会場はサンアッ

プル他を予定。 

第１回 令和８年５月 23日（土）～24日（日）、６月６日（土）～７日（日） 

第２回 令和８年６月 27日（土）、28日（日） 

第３回 令和８年７月 18日（土）、19日（日） 

第４回 令和８年 10月４日（日） 

※ 団体競技は、競技ごとに強化練習会を実施。 

（2） 団体競技地区予選等派遣事業 （5,601千円）（県補助金） 

 第 25回全国障害者スポーツ大会等の地区予選会への選手・役員の派遣にかかる費

用を助成するとともに、県内で開催される地区予選会の費用を負担します。 
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競技 障がい区分 開催予定地 

（全障スポ 北信越・東海ブロック予選会） 

バスケットボール 知的 三重県 

車いすバスケットボール 身体 長野県安曇野市 

ソフトボール 知的 岐阜県 

ブラインドベースボール※ 身体（視覚） 富山県 

バレーボール 身体（聴覚） 静岡県 

 知的 愛知県 

 精神 新潟県 

サッカー 知的 長野県松本市 

フットソフトボール 知的 福井県 

（北信越ろうあ者体育大会） 

野球 身体（聴覚） 福井県 

※Ｒ７まではグランドソフトボール 

（3） 障がい者スポーツ大会の運営 

 県・県精神障がい者スポーツ推進協議会・当協会の３者共催で、第 26回長野県障

がい者スポーツ大会を、令和８年９月を中心に、以下の会場で開催します。 

 コロナ禍での休止を経て減少した参加者について、市町村や特別支援学校との連

携により、前年度よりも増加させるよう県とともに準備を進めます。 

競技 開催予定日 会場 

ボウリング（知的） 
９月 12日（土） 

ヤングファラオ（長野市） 

アーチェリー（身体） サンアップルアーチェリー場 

水泳（身体・知的） ９月 13日（日） アクアウイング（長野市） 

ボッチャ（身体） 
９月 19日（土） 

ことぶきアリーナ（千曲市） 

卓球（身体・知的・精神）・ＳＴＴ ＡＮＣアリーナ（安曇野市） 

フライングディスク（身体・知的） ９月 20日（日） 茅野市運動公園陸上競技場 

ソフトバレーボール（精神） 
９月 26日（土） ＡＮＣアリーナ（安曇野市） 

ツインバスケットボール（身体） 

陸上競技（身体・知的） ９月 27日（日） 松本平広域公園陸上競技場 

※バスケットボール２競技（車いす・知的）は競技団体主催大会を県スポと指定予定 

※大会開催費用は県が直接執行 

（4） 長野車いすマラソン大会運営事業 （21,207千円）（実行委委託事業・一部自主財源） 

 実行委員会（県・長野市・信濃毎日新聞社・長野陸上競技協会・当協会等で構成）

から受託し、第 22回長野車いすマラソン大会を開催します。 

・期日   令和８年４月 19日（日） 午前８時 30分スタート 

・種目   ハーフマラソン（21.0975㎞） 

・コース  長野車いすハーフマラソンコース （日本陸連公認） 

        （長野マラソンコース併用） 

        スタート：長野市若里・長野赤十字病院前交差点 

        フィニッシュ：長野市篠ノ井・長野オリンピックスタジアム前 

・参加選手 45人 うち招待選手４人（前回大会の優秀成績選手） 
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２ 地域コーディネーター活動事業 （5,598千円）（県補助金） 

 障がい者が地域の身近な場所でスポーツに参加できる機会の拡大とスポーツを通じた

共生社会づくりを強力に推進するため、地域のスポーツ団体等との連携の調整役を担う

「地域コーディネーター」を配置（１名）します。 

・障がい者に対するスポーツの喚起（意義の発信）やスポーツに関する情報提供 

・一般スポーツ団体等への受け入れの働きかけ、相談、指導者紹介や地域の支援者ネ

ットワークづくり 

・みらいアスリートディレクターとの連携による、子どもたちが継続して競技に関わ

るための支援 

 

３ みらいアスリート育成支援事業 （14,990千円）（県補助金） 

 信州やまなみ全障スポで本県選手が活躍できるよう、選手発掘及び育成を進めていま

す。地域に埋もれている才能・意欲のあるアスリートの発掘・育成を行いながら、同時

に、競技団体の活動強化、競技環境の整備を図っていく必要があります。 

 障がい者スポーツに精通した「みらいアスリートディレクター」（２名）を配置し、障

がい者スポーツ地域コーディネーターと連携しながら、みらいアスリートの発掘・スポ

ーツを継続するための支援・競技団体への支援を行います。 

 

４ 競技力向上コーディネーター活動事業 （5,923千円）（県補助金） 

 信州やまなみ全障スポで本県選手が活躍できるよう、選手・チームの競技力向上を図

るとともに、大会終了後の持続可能な障がい者スポーツ振興に資するため、競技団体や

関係者と連携して、その活動を支援する「競技力向上コーディネーター」（１名）を配置

します。 

 

５ 競技団体支援事業 （8,601千円）（県補助金 6,311千円・自主財源 790千円・特定費用

準備資金 1,500千円） 

 全国障害者スポーツ大会や国内外の競技大会に向けて、当協会加盟の競技団体が行う

選手の育成や、競技の普及活動等の取組に係る費用を助成することで、その活動を支援

します。 

（助成対象事業） 

・強化練習、競技普及、大会開催、用具整備、選手派遣等の経費 

 

６ 信州やまなみ全障スポ競技力向上事業 （8,554千円）（県補助金） 

 第 27回全国障害者スポーツ大会「信州やまなみ全障スポ」へ向けて、全障スポ関係競

技団体を通して練習会開催や大会参加経費等への補助を行い、競技力の向上を進めます。 

（補助対象事業） 

・練習会、大会等の開催経費、参加経費 

・用具整備経費 等 

 

７ パラアスリート育成支援事業 （2,454千円）（県補助金） 

 パラリンピックやデフリンピックの出場を目指す県内選手を育成するとともに、信州

やまなみ全障スポに多くの県内選手が出場できるように支援を行います。 
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８ 指導者養成研修事業 （468千円）（県委託事業、一部自主事業） 

 初級パラスポーツ指導員養成講習会を開催し、障がい者スポーツの指導員の養成に努

めます。 

・期日  令和８年８月８日（土）、９日（日）、22日（土）、23日（日）（全４日間） 

・場所  サンアップル 

・対象者 総合型地域スポーツクラブ関係者、一般競技団体関係者、特別支援学校教

職員、その他障がい者スポーツに意欲や関心のある方 

 

９ 地域スポーツ活動支援事業 （1,200千円）（自主財源） 

（1） キッズ支援事業 

 日頃スポーツをする機会が少ない障がいのある子どもたちを支援するため、スポ

ーツを通して心身の健康づくりと障がいの有無を越えて交流を図り、社会参加を促

進します。 

・ウインターキャンプ、チアダンス教室等の開催 

（2） 指導者派遣事業 

 学校・施設・地域等の要望に応じて、障がい者スポーツ指導員を派遣し、障がい

児・者が、小学校スキー教室をはじめ、様々なスポーツ体験ができるよう支援する

ため、長野県障がい者スポーツ指導者協議会と連携し、スポーツ活動を通じた健康

づくりを支援します。 

（3） スポーツ用具貸出事業 

 障がいがある人もない人も、子どもも高齢者も簡単に楽しむことのできる協会所

有のスポーツ用具を希望に応じて貸し出します。  

（4） スポーツ観戦シートの提供 

 中嶋製作所及び AC長野パルセイロと連携し、障がいのある方にホームゲーム観戦

シートを無償提供することで、スポーツへの参加意欲を高め、地域チームとの交流

促進を図ります。 

 

10 アスリート講師派遣事業 （50千円）（自主財源） 

 次の時代を担う小中学生等の障がい者及び障がい者スポーツへの理解を促進するため、

障がいのあるパラスポーツアスリートを小中学校や企業等へ派遣し、講演会・交流会等

を開催します。 

 

11 トップアスリート支援事業 （250千円）（自主財源） 

 パラリンピック大会等の国際大会に出場するトップアスリートを支援します。 

 

12 情報発信・ＰＲ事業 （1,500千円）（自主財源） 

 障がい者スポーツに関する各種の情報（スポーツの機会・大会情報・競技団体など）

を提供します。 

・会報誌の発行（年３回） 

・協会ホームページの管理及び更新、ＳＮＳによる情報発信 
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13 協会表彰事業 （300千円）（自主財源） 

 県内の障がい者スポーツの振興に功績のあった個人及び団体を対象に、その功績を称

え、表彰を行います。 

 

Ⅱ 協会の運営 （事務局人件費・物件費 計 33,117千円）（県補助金 32,917千円・自主財源

200千円） 

１ 会議の開催等 

・理事会   ３回（開催時期 令和８年６月 11日（決算等審議） 

               令和８年７月 16日（役員の選任） 

               令和９年３月   （予算等審議）） 

・評議員会  ２回（  〃   令和８年６月 26日（決算等審議） 

               令和９年３月   （予算等審議）） 

・専門委員会 １回（  〃   令和８年５月） 

 

２ 寄附者及び賛助会員の確保 

 新たな寄附者・賛助会員の開拓を図るため、広く県民・企業・団体への情報発信に努

め、県民の障がい者スポーツに対する意識啓発と障がい者スポーツの振興を図ります。 
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単位（円）

科   目
公益目的事業

会計
法人会計

内部取
引消去 合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
  (1)   経常収益
        事業収益
          受取地方公共団体委託収益 25,443,000 25,443,000
          受取日障スポ委託収益
        事業収益計 25,443,000 0 25,443,000
        受取補助金等
          受取地方公共団体補助金 70,851,645 11,496,355 82,348,000
        受取補助金等計 70,851,645 11,496,355 82,348,000
        受取負担金
          受取負担金 16,277,000 150,000 16,427,000
        受取負担金計 16,277,000 150,000 16,427,000
        受取寄付金
          受取賛助会員寄付金 3,300,000 3,300,000
          その他の負担金 0
        受取寄付金計 3,300,000 0 3,300,000
        受取助成金
          受取民間助成金 500,000 500,000
        受取助成金計 500,000 500,000
        雑収益
          雑収益 300,000 50,000 350,000
        経常収益計 116,671,645 11,696,355 128,368,000
  (2)   経常費用
        事業費
        人件費 39,789,311 39,789,311
          給料手当 33,487,951 33,487,951
          退職給付費用 320,040 320,040
          福利厚生費 5,981,320 5,981,320
        その他事業費 83,205,374 83,205,374
          旅費交通費 29,300,238 29,300,238
          通信運搬費 1,527,760 1,527,760
          減価償却費 1,583,000 1,583,000
　　　　　消耗什器備品費 0 0
          消耗品費 6,438,880 6,438,880
          修繕費 85,888 85,888
          印刷製本費 1,888,472 1,888,472
          燃料費 268,912 268,912
          光熱水料費 232,768 232,768
          賃借料 2,312,456 2,312,456
          保険料 551,000 551,000
          諸謝金 4,717,000 4,717,000
          租税公課 355,000 355,000
          支払負担金 5,624,000 5,624,000
          支払助成金 12,116,000 12,116,000
          委託費 15,663,000 15,663,000
          支払手数料 188,000 188,000
          雑費 353,000 353,000
        事業費計 122,994,685 0 122,994,685

収　支　予　算　書
令和8年4月1日から令和9年3月31日



科   目
公益目的事業

会計
法人会計

内部取
引消去 合計

        管理費
          役員報酬 42,000 42,000
          給料手当 7,805,049 7,805,049
          退職給付費用 99,960 99,960
          福利厚生費 1,831,680 1,831,680
          交際費 0 0
          旅費交通費 177,762 177,762
          通信運搬費 272,240 272,240
          減価償却費 0 0
          消耗品費 300,120 300,120
          修繕費 34,112 34,112
          印刷製本費 90,528 90,528
          燃料費 15,088 15,088
          光熱水料費 88,232 88,232
          賃借料 89,544 89,544
          保険料 163,000 163,000
          諸謝金 60,000 60,000
          租税公課 76,000 76,000
          支払負担金 5,000 5,000
          委託費 100,000 100,000
          支払手数料 501,000 501,000
          雑費 45,000 45,000
        管理費計 0 11,796,315 11,796,315
        経常費用計 122,994,685 11,796,315 134,791,000
    　    評価損益等調整前当期経常増減額 △ 6,323,040 △ 99,960 △ 6,423,000
        評価損益等計 0 0 0
        当期経常増減額 △ 6,323,040 △ 99,960 △ 6,423,000

  ２．経常外増減の部
  (1)   経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
  (2)   経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 6,323,040 △ 99,960 △ 6,423,000


